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対策のポイント対策のポイント
高病原性
鳥インフルエンザ
渡り鳥の飛来により、今シーズンも高病原性鳥インフルエンザウイルス
が我が国に侵入するリスクは極めて高い状況です。
本病の発生を予防するため、地域におけるリスク低減対策を推進し、
いま一度、農場におけるウイルス侵入防止対策を強化しましょう。

農場における発生予防対策
農場へのウイルス侵入防止対策の強化
飼養衛生管理の基本的な管理項目を毎月点検し、不備があれば改善。

・衛生管理区域専用の衣服や靴の使用。
・着用前後で交差のない動線、明確な境界
を確保。

・適切な車両消毒、手指消毒の実施。
・家きん舎ごとの専用の靴の使用。

人、物、車両の入出時対策

・畜舎の壁、防鳥ネット等の破損修繕。
→特にネコ、イタチ、カラス等の侵
入を防止

・ねずみ及び害虫の駆除
・鶏卵・鶏糞の搬出口に覆いを設置。
・餌置場の清掃、死体や廃棄卵の適切
な処理など誘引を防止。

野生動物の侵入防止、誘引防止

渡り鳥の飛来が本格化する前の９月中には
防疫体制を整備。
10月から翌年5月までは警戒を強化。
特に11月から翌年１月までは重点対策期間。

重点対策期間
家きん所有者は毎日の健康観察を入念に行い、異状を
認めた場合は速やかに管轄の家畜保健衛生所に届け出。

健康観察と異状の早期発見

近年の発生地域ではリスクが高いことを
認識し、特に重点的に対策を徹底。!

家畜保健衛生所、産業動物獣医師など第三者の
視点も活用して対策を向上させましょう。

TEL
宮古家畜保健衛生所

0980-72-3321

野鳥・野生動物対策
・農場周辺のため池は、水抜きや忌避テープの
設置等により野鳥の飛来を防止

・農場周辺にカラス等の野鳥を誘引する施設や
生息に適した環境がある場合は解消

・野鳥等への安易な餌やり等の中止

飼養家きんの異状を見つけた場合は、最寄りの家畜保健衛生所に連絡。
農林水産省HP「鳥インフルエンザに関する情報」→
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下地支部で勉強会を開催しました!!
ご参加ありがとうございました<m(__)m>

下地支部の様子

城辺支部の皆さん!!
勉強会を開催します。

日時：９月２６日（金）１４：００～
場所：普及課別館

内容：牛伝染性リンパ腫について
サシバエ対策について
個別成績表の見方について（普及課）

農家の皆さん!!
家畜改良協会主催の勉強会を開催します。

日時：１０月１７日（金）１３：３０～
場所：宮古家畜市場

内容：沖縄県種雄牛ＰＲ
宮古地区の現状と課題
集合審査による体型等の検討会・指導
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■寒地型牧草の活用事例のご紹介■

秋以降の草地造成にイタリアンライグラスを活用

4月中に更新作業を行いローズ
グラス草地に転換

11月末工事完了
(面積40a)

12月上旬にイタリアンライグ
ラス（ヤヨイワセ）を播種

翌年4月上旬刈取り（ロール6.5個を収穫）

発芽確認(5日目)

土地改良工事の完了が11月末になった草地に、寒地型牧草であるイタリアンライ
グラスを播種することで、冬季に草地を有効活用することができました。

粗タンパク質TDN水分

9.0%54.7%16.4%

○栄養価
イタリアンライグラスの品質は良好で、牧草だけで母牛の維持養分量を
満たすことが可能です。

7.5kg/日給与で母牛の維持養分量を満たすことができます

○概要

イタリアンライグラス乾草の栄養価（乾物当たり）

本県で利用されている暖地型牧草は冬季に生産性が低下することが課題
となっており、その対策としてイタリアンライグラスやエン麦などの寒
地型牧草を利用する取り組みが行われています。今回はその一例をご紹
介します。

粗タンパク質TDN乾物摂取量

0.48kg3.02kg6.04kg450kg母牛の
養分要求量

0.56kg3.43kg6.27kg7.5kg給与した場合
の養分摂取量

117%113%104%7.5kg給与した場合
の養分充足率


